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学
会
消
息

「
中
国
域
外
漢
籍
国
際
学
術
会
議
」
の
こ
と

町

田

三

郎

　
一
九
八
六
年
目
九
月
末
、
神
田
の
明
治
大
学
で
「
中
国
域
外
漢
籍
国
際
学
術
会
議
」
な
る
学
会
が
誕
生
し
、
そ
の
第
一
回
大
会
が
三
日

間
に
わ
た
っ
て
同
大
学
の
講
堂
で
挙
行
さ
れ
た
。
そ
の
翌
年
は
台
北
の
新
聞
社
「
聯
合
報
」
の
会
議
室
が
そ
の
舞
台
と
な
っ
た
。
い
ず
れ

も
な
か
な
か
の
盛
会
で
あ
っ
た
。
今
年
は
迎
え
て
第
三
回
で
あ
る
。
九
月
十
三
日
か
ら
十
六
日
ま
で
、
ま
ざ
に
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
直
前

の
ソ
ウ
ル
で
、
建
国
大
学
を
開
催
校
と
し
て
行
わ
れ
た
。
十
三
日
は
漢
江
北
岸
に
広
大
な
キ
ャ
ン
パ
ス
を
も
つ
建
国
大
学
本
館
で
の
登
録
、

総
長
表
敬
、
そ
し
て
夜
は
総
長
主
催
の
歓
迎
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
。
十
四
日
か
ら
十
六
日
は
、
い
ま
や
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
人
も
車
も
満
杯
の
ソ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
す
あ
ん
ぽ

ウ
ル
を
離
れ
て
、
忠
州
郊
外
の
保
養
地
水
着
塗
の
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
に
場
所
を
移
し
て
の
研
究
会
で
あ
っ
た
。

　
元
来
、
て
の
学
会
は
中
国
大
陸
以
外
の
諸
地
域
に
散
在
す
る
漢
籍
を
研
究
紹
介
し
つ
つ
人
と
情
報
の
交
流
を
密
に
す
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
た
。
主
に
台
湾
・
韓
国
・
ベ
ト
ナ
ム
そ
し
て
日
本
の
刊
本
や
脚
本
、
叢
書
の
類
が
紹
介
・
報
告
さ
れ
る
。
例
年
の
参
加
者
も
上
記

の
諸
国
及
び
ア
メ
リ
カ
・
フ
ラ
ン
ス
か
ら
の
参
加
も
あ
っ
て
、
お
よ
そ
七
、
八
十
名
。
う
ち
発
表
が
三
十
か
ら
四
十
。
二
か
ら
三
の
分
室

で
、
一
人
三
十
分
の
持
ち
時
間
。
午
前
九
時
か
ら
始
ま
っ
て
、
中
間
に
昼
食
会
を
も
つ
と
は
い
う
も
の
の
午
後
六
時
過
ぎ
ま
で
続
け
ら
れ

る
。
適
当
に
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ
ク
は
作
る
も
の
の
、
し
っ
か
り
つ
き
合
う
と
か
な
り
く
た
び
れ
る
。
こ
く
の
あ
る
学
会
で
あ
る
。

　
開
催
校
で
あ
る
建
国
大
学
の
わ
れ
わ
れ
に
対
す
る
接
待
は
、
い
か
に
も
熱
心
で
あ
っ
た
。
理
事
長
の
劉
承
潤
氏
、
総
長
の
面
容
漢
氏
は
、

連
日
会
場
に
姿
を
見
せ
、
だ
れ
か
れ
と
な
く
に
こ
や
か
に
話
し
か
け
ら
れ
る
。
好
印
象
の
ボ
ス
た
ち
で
あ
っ
た
。

　
会
場
の
水
安
坐
は
、
ソ
ウ
ル
か
ら
高
速
道
路
を
バ
ス
で
と
ば
し
て
三
時
間
。
四
方
を
山
に
囲
ま
れ
た
小
盆
地
の
温
泉
地
で
あ
る
。
こ
の

地
も
五
年
ほ
ど
前
ま
で
は
平
屋
の
ひ
な
び
た
旅
館
が
何
軒
か
あ
っ
た
程
度
で
あ
っ
た
が
、
い
ま
で
は
鉄
筋
高
層
の
ホ
テ
ル
が
立
ち
並
ん
で
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い
る
。
こ
こ
数
年
で
韓
国
は
田
舎
ま
で
急
速
に
変
り
ま
し
た
よ
、
と
こ
の
国
の
老
学
者
が
教
え
て
く
れ
た
。
そ
の
通
り
で
あ
ろ
う
。

会
場
は
二
つ
に
分
か
れ
、
発
表
者
は
三
十
六
名
。
日
本
か
ら
の
参
加
者
と
発
表
題
目
は
、
左
の
通
り
（
発
表
順
）
。

123456789

関
於
浅
見
綱
斎
的
『
靖
献
遺
言
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
　
　
　
征
（
福
岡
大
学
）

中
国
漂
着
船
尋
問
記
録
に
み
え
る
儒
者
た
ち
の
意
識
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
菰
ロ
　
　
治
（
福
岡
教
育
大
学
）

日
本
残
存
古
韓
本
『
大
顛
和
尚
註
心
経
』
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
福
井
文
雅
（
早
稲
田
大
学
）

五
行
大
義
の
砂
本
・
刊
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
村
璋
八
（
駒
沢
大
学
）

談
従
朝
鮮
伝
来
的
琉
球
収
蔵
佛
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
糸
敷
兼
治
（
沖
縄
県
立
図
書
館
）

『
孟
子
集
注
』
と
そ
の
栗
谷
諺
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
成
沢
　
勝
（
拓
植
大
学
）

叢
書
『
漢
文
大
系
』
の
刊
行
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
町
田
三
郎
（
九
州
大
学
）

将
軍
吉
宗
の
実
学
的
漢
籍
の
輸
入
と
『
名
家
叢
書
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
川
勝
　
　
守
（
九
州
大
学
）

再
論
明
之
閏
本
及
其
環
境

　
　
　
　
　
　
　
　
　
芦
田
孝
昭
（
早
稲
田
大
学
）

な
お
成
沢
勝
氏
は
、
こ
の
会
議
に
参
加
す
る
た
あ
の
諸
準
備
を
す
べ
て
整
え
、
事
務
局
か
ら
の
正
式
の
招
請
状
を
ま
っ
て
い
た
が
、
来
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信
が
遅
れ
た
た
め
大
学
か
ら
の
渡
航
許
可
が
得
ら
れ
ず
、
つ
い
に
参
加
を
断
念
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
こ
の
事
務
的
な
遅
滞
は
、
本
人

及
び
こ
の
学
会
の
た
め
に
誠
に
残
念
な
こ
と
で
あ
っ
た
。
た
ま
た
ま
私
が
氏
の
発
表
の
司
会
を
担
当
し
て
い
た
の
で
、
冒
頭
で
こ
の
事
情

を
日
本
語
と
中
国
語
と
で
報
告
し
、
参
会
者
の
了
解
を
え
た
。

　
九
月
十
六
日
、
会
議
は
無
事
終
っ
た
。

左
に
掲
げ
る
も
の
は
、
私
の
発
表
要
旨
を
研
究
室
の
連
清
吉
君
が
訳
出
し
た
も
の
で
あ
る
。

に
従
っ
て
発
表
を
行
っ
た
。

当
日
会
場
に
て
配
布
し
、
お
お
よ
そ
こ
れ

関
於
叢
書
「
漢
文
大
系
」
的
刊
行

　
自
明
治
四
十
二
（
一
九
〇
九
）
年
、
至
大
正
五
（
一
九
一
六
）
年
、
近
八
年
間
、
日
本
陸
績
刊
行
「
漢
文
大
系
」
叢
書
。
其
刊
行
的
目
的
、

主
要
是
為
了
見
系
統
的
介
紹
中
國
古
典
之
基
本
典
籍
、
選
澤
具
有
代
表
性
的
古
籍
及
其
精
審
的
注
疏
。
男
外
、
也
収
録
幕
末
早
急
明
治
年

間
、
日
本
學
者
研
究
中
國
古
典
的
精
注
、
一
併
編
輯
而
成
。

　
「
漢
文
大
系
」
之
名
、
片
秀
芳
賀
矢
一
所
取
的
。
故
里
則
由
半
時
研
究
中
黒
副
書
代
表
人
物
、
服
部
宇
之
吉
、
重
野
安
繹
、
星
野
恒
、

井
上
哲
次
郎
、
小
柳
司
氣
太
、
安
井
小
太
郎
、
岡
田
正
之
、
島
田
重
禮
、
田
島
献
吉
郎
等
負
責
、
而
服
部
宇
之
吉
為
聰
編
輯
。

　
此
叢
書
最
初
預
言
編
輯
十
二
巻
、
在
三
年
内
完
成
、
三
富
山
房
出
版
。
第
一
巻
「
四
書
」
於
明
治
四
十
二
年
十
二
月
、
以
堅
牢
薄
薄
版

刊
行
。
其
後
増
入
重
要
古
籍
、
在
大
正
五
年
十
月
、
以
「
楚
僻
、
近
思
録
」
巻
的
出
版
、
編
輯
毒
茸
。
共
収
録
二
十
二
巻
、
三
十
八
種
書
。

按
四
部
分
類
部
次

経
部
　
易
纒
、
書
経
、
詩
纒
、
春
秋
左
回
傳
、
旧
記
、
四
書
、
弟
子
職
、
小
滴

史
部
　
戦
國
策
、
史
記
列
傳
、
十
八
史
略
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子
部

　
老
子
、

集
部

　
楚
僻
、

荘
子
、
列
子
、
墨
子
、
韓
非
子
、
管
子
、
葡
子
、
准
南
子
、
七
書
、
孔
子
家
語
、
近
思
録
、
傳
習
録

唐
詩
選
、
三
髄
詩
、
古
文
真
寳
、
文
章
軌
範
、
古
詩
掌
析
。

　
顯
而
望
見
的
、
纒
部
和
子
部
的
書
頗
墨
黒
足
、
而
相
封
的
、
史
部
和
集
部
則
有
疏
略
之
感
。
蓋
経
部
捜
羅
了
四
書
、
五
纒
、
著
名
之
子

書
或
僅
呂
氏
春
秋
、
春
秋
本
県
未
選
録
。
至
於
史
部
和
集
部
則
有
可
撰
者
、
剛
球
重
要
雑
節
漢
書
、
文
選
、
古
文
僻
類
纂
等
都
未
入
、
則

或
許
和
當
時
的
弓
會
風
尚
和
教
育
状
況
有
恨
大
的
関
連
。

　
幕
末
以
迄
明
治
年
間
、
日
本
諜
者
於
中
音
古
注
之
精
面
的
訓
詰
、
如
安
井
息
軒
的
四
書
注
。
其
「
論
語
書
影
」
是
析
衷
道
話
、
奮
注
説
、

而
博
士
精
審
。
受
到
甲
高
的
評
債
、
一
時
流
傳
。
「
大
繭
説
」
「
中
庸
説
」
、
「
孟
子
説
」
是
安
井
家
保
存
的
未
刊
稿
、
由
於
毎
次
編
修
「
漢

文
大
系
」
、
才
得
以
刊
行
間
世
。
同
様
的
、
太
田
方
的
「
韓
非
子
翼
義
」
、
是
翻
印
自
由
川
南
文
庫
本
而
刊
行
。
間
門
是
認
田
家
自
刊
二
十

部
中
、
碩
果
僅
僅
的
一
部
、
藏
於
徳
川
幕
府
。
至
於
竹
添
進
一
郎
「
算
氏
函
嶺
」
、
是
以
金
澤
文
庫
奮
藏
杜
脚
注
古
窺
本
為
底
本
、
博
採
清

代
諸
家
注
疏
而
成
、
甚
為
精
勤
。
男
爵
、
諸
葛
晃
的
「
列
子
考
」
、
岡
松
甕
谷
的
「
楚
僻
考
」
皆
一
時
之
作
、
都
牧
録
在
「
漢
文
大
系
」
中
。

綜
観
此
叢
編
、
或
注
疏
精
審
的
善
本
、
墨
磨
機
甲
而
未
刊
者
、
或
庶
幾
亡
侠
的
知
干
見
本
。
由
於
此
次
的
網
羅
、
上
述
諸
書
才
得
以
流
傳
。

二
者
、
平
編
之
刊
行
、
将
近
世
日
本
學
者
壮
漢
学
研
究
的
成
果
呈
舟
遊
世
。
而
活
字
排
版
、
刊
行
善
本
、
以
廣
流
傳
。
於
拓
釜
日
本
身
學

研
究
之
層
面
上
、
居
功
厭
偉
。

　
由
於
「
漢
文
大
系
」
的
屋
輯
者
、
皆
日
本
漢
學
研
究
的
代
表
作
、
如
安
井
息
軒
的
「
管
子
纂
詰
」
、
允
為
當
時
管
子
注
繹
平
首
屈
一
指
之

作
。
而
「
韓
非
子
通
義
」
、
「
左
氏
會
箋
」
等
平
貝
出
色
鼻
翼
本
。
如
是
、
斯
編
或
有
意
将
日
本
學
者
薄
煙
堅
塁
研
究
成
果
、
公
爵
於
世
。

此
叢
編
首
有
便
利
後
學
研
究
的
用
心
。
如
詩
纏
、
書
経
、
兼
羅
漢
唐
経
営
注
疏
與
北
宋
訓
解
、
使
訓
詰
與
義
理
之
異
趣
、
得
以
一
目
了
然
。

再
論
、
纈
聖
遷
國
最
新
之
研
究
成
果
、
如
上
論
譲
的
「
墨
子
間
詰
」
、
王
先
面
的
「
里
子
集
解
」
。
可
見
日
本
封
中
蓋
本
土
出
版
的
重
視
、

毫
無
時
空
之
隔
絶
與
旧
離
的
現
象
。
在
這
鮎
上
、
封
「
漢
文
大
系
」
自
然
不
能
不
有
所
評
債
。

　
「
漢
文
大
系
」
於
明
治
四
十
年
代
刊
行
、
時
値
日
本
近
代
漁
家
之
確
立
期
。
斯
難
平
封
幕
末
以
来
興
研
問
傳
統
的
再
評
償
、
或
綜
合
二
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紹
中
富
近
代
學
術
成
就
與
古
代
新
、
奮
注
疏
之
精
義
。

融
貫
於
其
中
。
三
見
博
采
通
説
之
功
。

黒
幕
折
衷
中
塗
漢
、
宋
注
疏
、
兼
採
嘉
禄
訓
話
、
纈
取
日
本
漢
學
家
構
精
注
、
而
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